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A 本邦最近雑誌抄録

皮膚科泌尿器科雑誌

42巷2號（昭和12年8月）．

 「パラウタムシ」高杉、「ポナペタム

 シJ高崎の原因菌知見補遣  藤井清二郎

「パラウタムシ」高杉、或は「ポナペタムシ」高

崎の一原因萄として5日目。日raeedites ruberを

推論し、培養に於ては紅褐色色調の出現の菌學

的所見に於ては紡錘歌器官及び櫛歌器官の存在

を逼加して層る。（八木抄）

 圓形腕毛症に識て      小川 直秀

    第1報、特に其の臨躰酌観察

 本邦に於ける各種皮膚疾患中、本症の罹患牽

は5．78％ を占め、各種脱毛症中に湿ても本症

の罹患峯はその最高位を占めるものである。股

毛に封ずる影響は軍に内分泌憂調のみならず、

精一的・肉盤的衝動、外傷及びその他の諸種の

刺戟も亦大なる誘因である。初獲部位は纈額部

後頭部に於て最も多く、本症の合併皮膚疾患と

して尋常性白斑も多く、その他白毛、鐘麻疹、

輩皮症が多い。本症は再護することが屡々あ

る。（八木抄）

 二曲患巻の扁桃腺に航する研究

    第1報 臨躰的三三  土肥淳一郎

145例の徽毒患者の扁桃腺組織の一部を切除

し、67例にSpirochaeta pallidaを1澄明L・、即ち

第1期徽毒11例中4例、徽i毒性「アンギーナ」35例

中30例、徽毒性「アンギーナJを有せざる28例中

16例、潜伏徽毒65例中17例であるが、第3期徽

毒6イ列、示申紹徹…毒…3例、晩農性先天系敵毒7｛ 0に

於論鍵議憲磁轟
              外塚岩太郎

 著者は本症の3例を紹験し、膀胱鏡所見は、

留針頭大乃至粟粒大、叉はそれ以上の牛球欺の

穎粒で、黄色或は蒼二色なれども、時に紅色を

呈し、膀胱三角部顕部及び底部に好回し、治療

としては「ヂアテルミー」焼灼推賞をする。

               （八木町）

       42毬3號（昭和12年9月）

 滋疹檬攣化と脂質代謝

 直証檬攣化の罷乱言器脂質含有量に

 及ぼす影響に隔て（其D實瞼的皮膚

 炎に於ける肝臓脂質含有量

              尾崎  徹

 肝臓総脂感量は皮膚炎急性期に隔て、逐日減

少し、亜急性期に及んで著しく響加する。皮膚

炎後の燐脂質量にあ壁は・亜急性期に於て丁

度の識量を示すの外著養を認めない。（八木抄）

 （其2）實駿的皮膚炎に於ける脾臓

 「コレステリン」含有量    尾崎 徹

 脾臓総『コ．レステリン」含有量は入x皮膚炎．に

よ1）、其の急性期に於ては減：量、亜急性期に及

べば却って省量を示し、治癒と共に再び正常値

に復す。（八木抄）

 （其3）賓駐的皮三二に於ける副腎

 「コレステリン」含有量    尾崎 徹

 副腎「コレステリンJ含有量は炎症急性期の富

初に於て既に減少し、殊に炎症最高潮期にあり

て其の度最も論著である。亜急性期に入ると共

に璽晒し、炎症の治癒につれて漸次正常値に復

露する。（八木抄）

 （其4）心乱的皮膚炎に禁ける肺臆・

 甲欺腺並に睾丸「嵩レステリン」

 含有量          尾崎 徹

肺臓「コレステリン』含有量は炎症急性期の初

頭に於て既に著しく」替遣し、急性宋期より亜急

性初期に亘りて一一一・時正常値に近接するも重急性
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末期に入るや再び激値する。炎症の治癒と共に

正常値に復灘する。

 甲朕腺に於ては炎症性期初頭に於て暮しき檜

量を示し、…欠で一時減量に傾くも亜急性初期に

及べば再び増量に向ひ、亜急性末期に至りて極1

度に糟嫁し、治癒期に入ると共に遂次正常値に

復す。

 睾丸「コレステリン」含有量は炎症急性期に

於ては不規則なる波歌を描きて櫓忙し、亜急性

期に入ると共に直線的に櫓了し、治癒期た及ん

で悉く正常値に蟻る。（八木抄）

 尿路の：R6ntgenkymographieに

 霧て（N）         木下 乱交

 「スギウ・ン」静脈内注射による「レ」線「キモ

グラフィー」5秒間及び10秒間曝備品撮影に成功

し、棚卸管内に於ける造影測の形態及び、造影

齊1の細隙に封ずる位置、並びにR6－kymogramm

を分析して得た輸尿管点点鱒速度に就て報告

して居る。（入木抄）

 鼠癩 第2編．動物接種試瞼

              佐藤  勝

 自然感染鼠癩鼠32匹の内18匹の皮下淋巴腺㍉

或は皮下結節急心を白鼠に接種し、何れも白鼠

に鼠癩性結節症扶を惹起せしめ、之をして累代

罹患せしめる事が出來た6（八木抄）

  皮膚と泌．尿
        5巻5號 （昭和12年10月）

 尿道結石症と尿道外溢流像に何て

               山崎  動

 49歳男性に20瞭年間経過した大なる前部尿道

結石症例に於て尿遣「レ」線撮影時に尿道外墨流

像を襯察し其の概略から護生磯能を考察し最後

に尿道結石症に．就て述べてみる。

 諸種皮膚疾患に於ける血清「アミノ」酸

 窒素           吉岡 浩E

 健康人及び諸種皮膚疾患患者の血清「アミノ」

酸を測定するに皮膚疾患に際して潜量乃至減量

が見られる。而して少く’とも急性灘疹時には血

清「アミノ．酸の減量は炎症の張度、獲疹の新奮

乃室罹患部位の廣狭に支配され、廣汎部位に亘
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る急性炎症の場合は血清「アミノ」酸の減量を來

す。

 諸種皮膚疾患患哲の尿中Vitamin C

 排雪量に就て        荒木 龍爾

 健康羽入20洌、漁疹42例、申毒疹g例、寄生性

皮膚疾患14例、化膿性皮膚疾患9例其他計105例

の諸種皮膚疾患患者蹴きR・d・x…．R・ch・100

m9の皮下注射を行ひ注射前、後1時問・後3時間、

後24時問の尿の2．6Dichlor－chenol・lndopheno1

還元値に就て報告してみる。

 三野患者の胃液に就て    菅井 正憲

               松本 縮雄

 淑疹患者20例に就て其㊧胃液検査を行ふに急

性灘疹患者には分泌異常少数なるに反し慢性灘

疹患者に於ては全症例に分泌異常を認めkが過

酸症、減酸症の頻度に關しては大差を認めない。

 人腿滑化管内の醸畢菌に就て

               堅山  磐

 45例の屍禮の消化管各部の内容及び切片から

培養して71．11％に醸母菌を誉田し其の菌學的

研索並に消化管内容の反側との關係に就て述べ

てみる。

 臨往25年間我教室小林「スト罠フルス」

 の統計的観察  ．      西腺  亨

 明治45年1月1日よη昭和11年12月31 M．に至る

25年聞に於る本症患者総敷1230名に就て他の皮

膚疾患との頻度、四丁季節、初学年齢、患兄の

榮餐状態並に食餌との關係、卵白皮膚反掌、暁

疹、種痘其他の熱性疾患との關係、胃腸障碍、腸

内寄盤最、皮膚描記、逡心的開係の有無、蝶に

ついて統計的観察を行った。

 海苔多食に因する柑色皮症に凝て

               松田 心一

 乾海苔の嗜食によ？て惹起された柑色皮症患

者の血清旧邸乾海苔中より明かにCarotinoid色

素を謹明した 一一・V，ijを報告してみる。

 重複腎孟、鍮尿管を有する右側遊走

 腎の一治駿例        古畑 交男

 ．著者は34歳男子の重複腎孟、輸尿管を有し且

つ高度の右測遊走腎に、腎固有膜を利用する固

岱392一


